
「日越協力委員会」第２回会合 国土交通省関連の主要事項 

国土交通省国際建設推進室 
 
■ 平成１８年１１月の日越首脳会談（安倍総理、ズン・ベトナム首相）にて、両国外相を

共同議長とした日越協力委員会を実施することに合意し、スタート。 
■ 本委員会は、両国間の互恵的協力関係全体について意見交換を行うことが出来る枠組み

であり、原則年１回開催。平成１９年は５月に東京で開催。 
■ 平成２０年７月２５日、ハノイにて、第２回会合を開催。双方の関係省庁も出席のもと、

両国の戦略的パートナーシップに向けた互恵的協力の拡大のため、経済・経済協力分野

をはじめ多分野にまたがる包括的政策対話を実施。 
 
◆第１セッション（１５時～１６時） 

 

○ 高村外相及びキエム・ベトナム副首相兼外相を共同議長として、両国の関係省庁幹部

同席のもとに実施。 
 
○ 高村外相発言概要以下の通り（国交省関連抜粋） 

・ 今後の越国のインフラ需要に応えるには、民間資金の活用も重要。ＯＤＡと民間資

金活用とのリンクによる官民パートナーシップを推進したい。 
・ 高速道路に関しては、優先度が高く、準備が進んでいる区間については、マスター

プラン策定前でも、協力を検討する。 
・ 本年３月に、ハノイにて、国交省と越国交通運輸省が「ベトナム高速道路セミナー」

を共催。わが国の高速道路の整備、維持管理、運営に関する技術・ノウハウを紹介。

今後も専門家の派遣や研修の実施等につき、協力していきたい。 
・ 今年５月には、越国要請に基づいて、わが国のインフラ整備における安全確保への

取り組みを紹介。今後も安全確保について、協力したい。 
 
 
◆第２セッション（１６時～１８時） 

 
○ 外務省渥美南部アジア部長及びズン外務次官を共同議長代理として、両国の関係省庁

幹部同席のもとに実施。 
 
○ 国土交通省発言概要以下の通り（抜粋） 
・ 水環境や防災の分野で、一層の協力強化に務めていきたい。 
・ 越国の安全確保・品質管理の強化にあたり、我が国の経験は、お役に立てると認識。

日本政府として本分野において今後も協力をしていきたい。 
 

（以上） 


